
Founded in 1901

島根県立安来高等学校 グランドデザイン
～きびしく自らを律し 目標と信念を高く持ち 美しく豊かに生きる 時代の青年の育成～

こんな生徒を・・・・・・

□大学進学を目指したい

□どんな進路に進むか探究したい

□部活動や生徒会を頑張りたい

□家から通える学校で地域のことを知りたい

安来の地での3年間で

これからの社会で生き抜く基盤となる自らの自我（ FACE） を形成する

他者と向き合う力

協働する力 自己理解・肯定力 他者理解・肯定力

課題と向き合う力

学びに向かう力 課題発見解決力 発信力

自分と向き合う力

当事者意識 自己研鑽力

自己調整力 見通しを持つ力

Feel(感じて)

Consider(考えて)

Acquire(身につけて)

Express(表現して)

生徒会

学習活動

部活動

学校行事

地域社会

高く

美しく

きびしく
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松江商業高校未来創造コンソーシアム生徒募集方針（アドミッション・ポリシー）

●松江商業高校　●松江商業高校ＰＴＡ　●振商会（卒業生会）

●島根県商工労働部雇用政策課　●松江市産業経済部　●松江商工会議所

●乃木公民館　●島根県立大学　他（２）学習・資格取得・部活動等に、目標を持って積極的に取り組むことができる生徒

（１）基本的な生活習慣が身についている生徒

本校では、下記のような生徒の皆さんの入学を待っています。

￮ビジネスマナー　　￮部活動

◎様々な活動を通して、将来の職業と進路目標を定め、多様な進路選択に対応します。

コミュニケーション力 協働力 律する力 受容力 状況認識力 自ら動く力

◎地域を理解し、地域・ 企業・ 大学等との協働によって、専門知識・ 技能を活用した実践力を身に付けるために、地域に開かれた教育課程や教育活動を実践します。

￮課題研究　　￮松商だんだんフェスタ　　￮Ｉ Ｔ人材育成事業　　￮未来創造プロジェクト

◎学習意欲の向上と学習活動の理論的・体系的な理解を深めるために、資格検定取得を奨励し、目標達成に向け、粘り強く挑戦する機会を設けます。

￮全商検定試験１級合格３種目以上　　￮外部検定資格取得（日商簿記２級以上・実用英語検定２級以上・情報技術者（基本・応用）等）

◎豊かな人間性、社会人としての倫理に基づく行動力を身に付けるため、あいさつをはじめとするコミュニケーションを重視した活動を学校内外の教育活動に位置づけ

ます。

情報処理科

￮キャリアパスポート活用　　￮国際交流体験学習（海外研修旅行：国際ビジネス科）

向上心 専門的知識・技術

誠　実 質　素 勤　勉

国際ビジネス科

１年次は全科共通の教育課程（カリキュラム）で、商業の専門基礎科目

を学習します。２年次からは、各自の興味・関心や適性をもとに３つの

学科に分かれて学習します。

広く商業科目を学び、地域経済の発展を担う専門的

な知識・技術を身につけ、興味関心に合わせ、幅広

い進路選択に対応します。

高度な情報処理技術を学び、ＩＴの急速な進化を遂

げたビジネス社会で活躍するための実践力を身につ

けます。

簿記会計・英語の高度な知識・能力を身に付け、グ

ローバル化が急速に進むビジネスの世界で活躍する

ために必要な実践的な力を身につけます。

教育課程編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー）

くくり募集

商業科

校訓

松商力

地域経済を活性化し、継続的に地域に貢献できる人

材を育成する。
ＩＴの高度な専門性を備えた人材を育成する。

グローバルな視野を持ったビジネスリーダーを育成

する。

生徒育成方針（グラデュエーション・ポリシー）

　本校では、商業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して，ビジネスを通じ，地域産業をはじめ経済社会の健全で持続的な発展を担う職業人

として必要な、以下の力を育成します。

（１）商業の各分野について体系的・系統的に理解するとともに，関連する技術を身に付ける。

（２）ビジネスに関する課題を発見し，職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を養う。

（３）職業人として必要な豊かな人間性を育み，よりよい社会の構築を目指して自ら学び，ビジネスの創造と発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

３．地域に開かれた魅力ある学校づくりを推進し、地域の活性化に寄与する。１．高潔な品位の育成　　２．優れた能力の育成　　３．目的意識の育成

商業科 情報処理科 国際ビジネス科

豊かな人間性をもち、高い志を掲げ、主体的に学び、自立する生徒を育成する

～将来、産業経済界をはじめとする地域社会で活躍する人材の育成～

教育目標 本校の使命

１．商業教育を通して、地域や社会の未来を切り拓く人材を育成する。

２．島根県の商業教育の中核として、専門的知識・技能を身につけた将来のスペ

シャリストを育成する。

学科選択・進級

学校と地域の連携入学

松商生として高めたい力

島根県立松江商業高等学校 グランドデザイン
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島根県立出雲農林高等学校 グランドデザイン

校 訓 「 耕魂 育命」 生命を育て、自らの魂を耕せ

教育目標 「 自己表現と挑戦できる専門的職業人の育成」

『 生徒募集方針（ アドミッション・ ポリシー） 』

① 植物分野（ 草花・ 植物バイオテクノロジー・ 作物・ 野菜・ 果樹など） 、土木・ 造園分野（ 測

量・ 土木施工・ 造園管理など） 、食品分野（ 農産加工・ 栄養分析・ 食品衛生・ 微生物利用な

ど） 、動物分野（ 乳牛・ 和牛・ 畜産加工・ 愛玩・ 動物バイオテクノロジーなど） について本

校の学習内容に興味・ 関心を持ち、継続的に学習に取り組む生徒

② 実験・ 実習、プロジェクト学習での計画・ 実践・ まとめ・ 発表などを通して体験学習や地域

の課題解決学習に意欲的に取り組む生徒

③ 将来、本校で学んだことを生かしてさらに大学等で専門的に深く学んだり、地域社会で農業

をはじめとした産業の発展に貢献しようとする生徒

『 生徒育成方針（ グラデュエーション・ ポリシー） 』

① 社会に通じる人間力をもった生徒を育成する。

② 自ら学ぶ姿勢を持ち、志をもって社会貢献する生徒を育成する。

コミュニケーション力 学力 自己管理力

自主性 専門性

『 教育課程編成・ 実施方針（ カリキュラム・ ポリシー） 』

① 生徒の人間関係づく りを支援する。

② わかる授業、できる授業を目指し授業改善を推進する。

③ 地域との協働による教育改革を推進する。

④ キャリア教育（ キャリアプランニング） の充実から進路実現を図る。

⑤ 農業教育の更なる充実を目指す。

地域との協働による教育改革
地域へのイノベーション

魅力化コンソーシアム

総合的に「 日本一の農業高校」 と言える（ 評価される） 学校を目指す。

授業改革
 授業評価からの改善

 ICT活用の推進

 ユニバーサルデザインの視

点を取り入れた授業

農場改革
 スマート農業の実践

 GAP及びＨＡＣＣＰ教育

の推進

 農業の六次産業化

 生産と研究の均衡化

基礎学力の充実（学び直し・ スパイラル学習・ 資格取得の推進）

農
業
及
び
関
連
産
業
後
継
者
育
成
の
た
め
の
専
門
教
育

（
ス
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リ
ス
ト
の
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成
）

四
年
制
大
学
進
学
が
で
き
る
進
路
指
導

（
農
業
教
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る
人
材
の
育
成
）
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島根県立江津工業高等学校グランドデザイン

専門高校に求められる人材育成
①将来のスペシャリストの育成
②地域産業を担う人材の育成
③人間性豊かな職業人の育成

校訓質実剛健不撓不屈

１年生基礎力の定着

２年生応用力の育成

３年生実践力の育成

小中学校での学び

①｢つながる｣事業

②｢みがく｣事業

③｢つたえる｣事業

ものづくり技術力・学力の向上
高度技術へ挑戦する活動の推進
連携先：技能協会、ポリテクカレッジ島根、東部技術校、企業
・マイスター招聘による技術力向上プロジェクト
・職業資格取得への挑戦・産業教育フェアへの参加
・各種コンテストへの積極的参加
・教員の資質・技術力向上のための研修

目指す生徒像

しまね教育魅力化ビジョン
①学力を育む
②社会力を育む
③人間力を育む

社会に開かれた教育課程
①何ができるようになるか
②何を学ぶか
③どのように学ぶか

教育目標
教育基本法に則り、平和で民主的な国家及び社会の形成者として必要な資質を養うとともに、多
様性を受け入れ、公共の精神を尊び、豊かな人間性と創造性を備えた有益な工業人を育成する

教育方針
①個人の尊厳を重んじ、お互いに人格を尊重し、敬愛と協働の精神を養う
②工業の基礎的・基本的知識、技術及び技能を基に、勤労を愛する心、責任感と自負心を養う
③スポーツ・文化を愛好し、個性の伸長につとめ、自主性と自立性を養う

・県内外企業見学
・進路ガイダンス
・業界・現場を学ぶ
・地元企業と連携授業
・インターンシップ
・ようこそ先輩講話
・資格取得
・進路選択

・地元企業現場見学
・進路ガイダンス
・地元企業と連携授業
・ようこそ先輩講話
・ものづくりキャリアパスポート
・自己の在り方生き方を考える
・将来像を描く
・NIE活動
・あいさつ指導

・地域課題解決型課題研究
・進路ガイダンス
・ようこそ先輩講話
・多様性のある連携活動
・社会参画・地域貢献活動
・ものづくり研究発表会
・進路決定（就職・進学）

目指す学校像

重点目標①人権感覚の涵養②学習力の向上③社会人基礎力の向上④キャリア教育の充実
⑤学校の活性化

キャリア教育学習指導

主体的・対話的で深い学びの深化
・高度資格への挑戦
・課題研究で探究活動の高度化
課題を発見し解決していく能力の育成

・ICT活用力の向上

主体的・対話的で深い学びの発展
・専門教科への深い学び
・進路目標の明確化と学習目標
・職業資格取得・検定への挑戦
・コミュニケーション力の育成
・家庭学習の充実

主体的・対話的で深い学びの実践
・学習習慣の定着
・家庭学習の習慣化
・規律ある授業態度の育成
・少人数指導
・進路に関する情報集め
・工業技術基礎での技能習得

進路開拓と夢実現への支援

豊かな心の醸成・教育相談・特別支援教育の充実

観点別評価のフィードバック・授業改善

地域産業を担うテクノロジストの育成
技能者（テクニシャン）＋技術者（エンジニア）の要素を持つ＝テクノロジスト （本校の使命：スクール・ミッション）

人間力・社会力・協働力・探究力の向上
自己有用感を高め達成感を味わう活動の推進
連携先：幼小中学校・県立学校、ポリテク島根・県立大、企業
コミュニティセンター、PTA、行政、魅力化CD
・働くことを考えるワールドカフェ、キャリアガイダンス
職業人講話、企業見学、幼小中高養との協働活動
・課題研究、企業・大学等との連携活動、社会貢献活動

表現力・情報発信力の向上
｢ものづくり｣の魅力を伝える広報活動の推進
・プレゼンテーション力の向上・ICT活用力の向上
・積極的な情報発信（紙媒体・Web）、進路説明会の充実
・ものづくり研究発表会、課題研究発表会

・地域産業を担う人材を育成するための実践的教育を行う工業高校
・規範意識と社会性を身につけ、積極的に社会に貢献する人材を育成する工業高校
・生徒自身が自らの成長を実感できる工業高校
・地域社会から必要とされ、保護者の期待に応えうる工業高校

・自立・協働・創造の資質と人権感覚を持った実践力を身につけた人
・5S（整理・整頓・清掃・清潔・躾）活動ができる人間力を身につけた人
・KY（危険予知）能力と技術力・判断力を身につけた人

江津市ふるさと・キャリア教育

＜求める生徒像：アドミッションポリシー＞
本校の使命や教育方針を理解し、将来の目標に向かって、工業に関する学業などに積極
的に取り組み、ものづくりや資格取得などに目的意識を持って取り組む意欲のある生徒
や、部活動や奉仕活動などにおいて、入学後も積極的に取り組む意欲がある生徒

学校HPQRコード

｢ものづくり｣が土台

魅力化事業とGO►GOTSUコンソーシアム

江
津
市
内
県
立
学
校
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
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島根県立浜田水産高等学校 グランドデザイン

アドミッション・ ポリシー ～このような皆さんを待っています～

〇中学校までの基礎的な学力や基本的生活習慣を身に付けている生徒

〇海・ 船・ 魚・ 食品に興味関心を持ち、学ぶことに対して強い意志を持つ生徒

〇高校での発展的な学びに意欲的に取り組み、資格取得に積極的に取り組む生徒

〇高校での諸活動に積極的に取り組み、自分を高めようとする生徒

カリキュラム・ ポリシー ～このような教育活動を展開します～

海洋技術科 食品流通科

何 を 学 ぶ か

どのように学ぶか

何ができるようになるか

何が身に付けられるか

何 を 学 ぶ か

どのように学ぶか

専門科目の授業（ 教室） 専門的な知識・ 技術 専門科目の授業（ 教室）

専門的な学習 資格（ 手に職をつける） 専門的な学習

乗船実習（ 浜田沖・ ハワイ沖）

漁業実習・ 機関実習

専門的な知識・ 技術

行動力・ 協働力

食品製造実習・ 食品管理実習・

販売実習（ 浜田・ 広島・ 東京）

課題研究

（ 課題解決、ものづく り）
発想力・ 企画力・ 行動力

課題研究

（ 課題解決、新商品開発）

部活動・ 生徒会活動・ 学校行事
思いやりとコミュニケーショ

ンを大切にする協働力
部活動・ 生徒会活動・ 学校行事

基礎・ 基本的な学習の積み上げ

（ 主として普通教科）
土台としての学力

基礎・ 基本的な学習の積み上げ

（ 主として普通教科）

地 域 と の 協 働

（ HAMADA魅力化コンソーシアム）

産 官 学 の 連 携

（ 学校・ 地域の企業・ 漁業者・ 市・ 県・ 大学）

グラデュエーション・ ポリシー ～このような生徒を育てます～

〇水産・ 海洋関連の専門的な知識・ 技術とその資格を身につけた生徒

〇実社会で役立つ発想力・ 企画力・ 行動力を身につけた生徒

〇他者を思いやり、他者とのコミュニケーションを大切にする、協働力を身につけた生徒

〇希望の進路に向かい、それを実現しようとする未来力を身につけた生徒

○身につけた力を社会や地域のために還元できる生徒

合い言葉 ： 未来力を高めよう

Steady as she goes. ～ようそろ（ このまま前進せよ） ～

Steady as she goes.未来力を高めよう

入

学

時

の

姿

卒

業

時

の

姿

本

校

で

の

学

び

未来力を高めよう Steady as she goes.
















